
　砂川公園内にある観光柿園の柿
が実り、10 月 21 日に開園式が行
われました。招待された阿曽小学
校の２年生 21 人が富有柿の収穫
に挑戦。児童は、自分で収穫した
柿をその場で食べ、もぎたての甘
さを味わっていました。
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秋の味覚を楽しむ

　新本小学校で、10 月 19 日に馬
頭琴のコンサートが行われまし
た。音楽・英語特区である新本小
学校と新本幼稚園から 75 人が参
加し、モンゴルの昔話「スーホの
白い馬」で知られる馬頭琴の美し
い音色に聴き入っていました。
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馬頭琴の音色に触れる

　中村秀夫さん（三輪）が 10 月
25 日に満 100 歳の誕生日を迎え
られ、市から記念品が贈られまし
た。水墨画や書道をたしなんでい
たという中村さん。長寿の秘訣は、
毎朝早起きをして、散歩をしてい
ることだそうです。
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中村さん 100 歳おめでとう

　坂本鶴枝さん（総社）が 11 月
１日に満 100 歳の誕生日を迎え
られ、３日に市から記念品が贈ら
れました。新聞を毎日読むことと、
運筆の点つなぎが趣味だという坂
本さん。長寿の秘訣は、よく食べ、
よく寝ることだそうです。
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坂本さん 100 歳おめでとう

ミニフォト

　吉備路お口の健康まつりが 10
月 23 日、天満屋ハピータウンリ
ブ総社店で開催。唾液からわかる
虫歯のなりやすさチェックや、口
腔内に潜む原因菌の顕微鏡観察な
どを 459 人が受診し、口の中の
健康度を確かめていました。
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お口の中も健康に

　10 月 30 日、市消防本部で消防
団による実戦放水訓練大会が開催
され、市内の 18 分団が出場しま
した。団員 4 人１組でチームを編
成し、日ごろの訓練の成果を発揮。
放水技術の正確性や速さを競い合
っていました。
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いざという時に備えて

　結婚を希望している人に出会い
の場を提供しようと、10 月 29 日
にサンロード吉備路で「バーベキ
ューパーティー in SOJA」を開催。
40 人の参加者はバーベキューや
クエスチョンゲームで交流し、４
組のカップルが成立しました。

食
事
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
る

すてきな出会いを求めて

　鬼城山の貴重な在来種や美しい
景観を守るため、外来植物を駆除
する「鬼城山外来植物一掃大行動」
が 10 月 16 に行われました。約
50 人の参加者は、講師に質問し
ながらメリケンカルカヤなどを駆
除していました。
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美しい景観のために

　10 月 21 日と 22 日、きびじア
リーナでプロバスケットボールの
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EAGUE」で活躍する香川ファ
イブアローズと島根スサノオマジ
ックの試合が行われました。迫力
あるプレーに、観客は大きな声援
を送っていました。
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迫力あるプレーを観戦

　６世紀の吉備のたたら製鉄を再
現した、たたらの操業が 10 月 15
日、砂川公園で行われました。原
料には鉄鉱石 18kg のほか、血吸
川の源流で採取した砂鉄も用いら
れ、約９時間半操業。取り出され
た鉄の塊は約４kg でした。
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吉備のたたら製鉄を再現

　「そうじゃ キッズ・イングリッ
シュ・デイ・キャンプ」が 10 月
22 日、中央公民館で行われまし
た。参加した 36 人の児童は、い
きいきと英語でコミュニケーショ
ンを図りながら、楽しく外国の文
化に触れていました。
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英語でコミュニケーション

環境を守る大切さを学ぶ
野口健環境学校

　総社市環境観光大使の野口健さんが講師を務
める環境学校が 11 月９日、総社中央小学校と井
山宝福寺周辺を会場に開催されました。
　野口さんは、同小の６年生約 60 人と井山宝福
寺の清掃を行い、落ち葉やごみなどを回収。そ
の後総社中央小学校で行われた講演会には約
250 人が参加し、エベレストへの登頂経験や、
熊本地震支援活動での話に聴き入っていました。

　井山宝福寺周辺でごみ
拾 い と 落 ち 葉 集 め を す
る、野口さんと総社中央
小 学 校 の 児 童 ら（ 写 真
上）。テントを前に、熊
本支援の活動報告に聴き
入る（写真右）
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自分に向き合い仕事を探す

　11 月９日、高校生の就労支援
のための「新規高卒者等就職フェ
ア」が総合福祉センターで開催さ
れました。22 の事業所に約 14 人
の求職者が参加し、熱心に説明を
聞いたり、真剣な表情で面接に臨
んだりしていました。

　赤米文化を後世に伝承するため、11 月 14
日に長崎県対馬市で「赤米サミット 2016 in 
豆

つ

酘
つ

」が開催されました。総社赤米大使の相
川七瀬さんをはじめ、総社市、対馬市、南種
子町の関係者らが参加。赤米文化の日本遺産
申請についての協議などを行いました。
　日本遺産は、地域の歴史的魅力や特色を文
化庁が認定するもの。地域が主体となって総
合的に整備・活用し、国内だけでなく海外へ
も戦略的に発信することで地域の活性化を図
ることを目的としています。

　シンポジウムで赤米の継承をテーマにパネルディスカッションを行う、
相川大使と３地域の赤米保存会のメンバーら

赤米サミット 2016 in 豆酘

赤米文化を日本遺産へ
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